
採点 配点

1 業務の実績 5

2 業務の実施体制 5

3 業務計画 5

4 見積金額 10

5 コンセプト 5

6 人流データの取得① 10

7 人流データの取得② 10

8 人流データの取得③ 10

9 人流データの取得④ 10

10 分析の内容① 10

11 分析の内容② 10

12 成果品 10

100

※総合評価点が同点であった場合は、次の項目順に評価点が高い提案を優先し、順位を決定します。
　 なお、これによっても同点・同順位となった場合は、選定委員会の審議により順位を決定します。
　　1.　人流データの取得（①～④の合計点）
　　2.　分析の内容（①・②の合計点）
　　3.　成果品
　　4.　見積金額
　　5.　業務の実績

地下鉄利用者の判定方法等は適切なものであるか。

報告の内容がわかりやすいものであるか。

評価ポイント

合計

データを取得する対象期間が十分な量のサンプル数を取得できるものとなっているか。
（令和6年～8年のうちの６ヵ月以上のデータを取得していること。）

集計できる国籍（例：国別／日本・中国・韓国・その他アジア諸国・欧州・アメリカ等）が示されていて、それが統計
学的に有意なものとなっているか。

集計できる時間（例：1時間単位、5時～10時・10時～17時・17時～1時等）が示されていて、それが統計学的
に有意なものとなっているか。

ヒートマップを活用し、地下鉄利用者の動きを把握することができているか。

提案競技評価表（福岡市への来訪者等の人流調査委託）

評価項目

業務遂行能力

業務提案

過去に類似した業務の受注実績はあるか。

業務を推進するために必要な知識と経験を有する人材が配置され、十分な実施体制が整っているか。

本市との協議及び調整を行う期間も踏まえた、円滑なスケジュールが示されているか。

提案限度価格の範囲内であり、適切な見積金額か。
※ 価格点　＝　価格に関する得点配分　×　（最低提示価格　/　提示価格）

事業目的を十分に理解し、仕様書の趣旨に沿った内容であるか。

人流データ等を取得するツールや手法の信頼性が示されており、統計学的に有意なものとなっているか。
（信頼水準95%、誤差５％以内を目安とする。）

20点満点 １０点満点 ５点満点
20 10 5 （1）非常に優れた提案である
16 8 4 （2）優れた提案である
12 6 3 （3）標準的な提案である
8 4 2 （4）やや物足りない提案である
4 2 1 （5）特に物足りない提案である
0 0 0 （6）評価内容を満たしていない、もしくは劣悪な提案である
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